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研究成果の概要（和文）：教職課程コアカリキュラムにおける教育実習の目標は学校種や効果について全体のも
のが示されており、高等学校（看護）教員養成においては教科として独自の評価基準はなく、個々の大学に任さ
れているのが現状である．そのため，本研究では，高等学校（看護）教員として大学卒業までに修得が必要な資
質能力の基準作成に向けて，5年一貫（看護）高等学校の管理職を含む教員に調査し，19のカテゴリーと59のサ
ブカテゴリーを抽出した。それを基に教育実習で修得が必要とされる資質能力の基準を作成するため再度調査を
行い、ルーブリックによる36項目の評価表を作成した． 

研究成果の概要（英文）：The goals of educational training in the teacher core curriculum are shown 
as a whole with regard to school type and effects; in high school (nursing) teacher training, there 
are no unique evaluation criteria as a subject, and are currently left to each university to decide.
 Therefore, in the present study, we surveyed teachers, including managers of five-year integrated 
(nursing) high schools to create standards for qualifications and capabilities that students must 
acquire by the time they graduate from university as high school (nursing) teachers. As a result, we
 extracted 19 categories and 59 subcategories. On the basis of these findings, we conducted a survey
 again in order to create criteria for the necessary qualifications and capabilities to be acquired 
in teacher training, and created a 36-item evaluation table with rubric. 

研究分野： 看護教育
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
教育実習自己評価表を作成することにより，学生は事前に実習目標を確認し、実習に臨むことができる．教育実
習終了後，学生と実習校の教員が評価表に記入することで，実習の成果や課題を確認し、今後の学びや指導に向
けて改善を行うことができる．
大学と実習校教員が連携して実習指導に当たり、実習評価についても共同して行うことが求められており，将来
の看護科教員を育てるために評価表を用いて共同で指導する意義は深い。学生は、実習後に自己評価を行うこと
でリフレクションにつながり、学生の時期から自律して学ぶ教師像を身につけることができる． 

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



１ 研究開始当初の背景  

教育実習は大学で学んだ知識，技能を実際の学校現場で実践できる機会でありその果たす役

割は大きい．2006 年の中央教育審議会答申によると，「教育実習は，学校現場での教育実践を通

して，学生自らが教職の適性や進路を考える貴重な機会であり今後とも大きな役割が期待され

る」とされ，また，大学と実習校の教員が連携して指導に当たり成績評価についても適切な役割

分担の下共同して行うことなど改善が求められている． 

教員養成課程における学生の資質向上について，2015 年の中央教育審議会答申で，教員養成

は「教員となる際に必要な最低限の基礎的・基盤的な学修」を行う段階であり，社会・経済のグ

ローバル化や少子・高齢化の進展など，社会情勢の変化にともない，教員が備えるべき不易の資

質能力に加えて，自律的に学ぶ姿勢や，アクティブ・ラーニングの視点からの授業改善，「チー

ム学校」の考えの下で，組織的に課題に対応する力などが必要とされた．そのため，教員養成を

行う大学では学生の質の向上を図る取り組みがますます求められるようになっている．2006 年

に「教職実践演習」が必修化され，教員養成を行う大学では入学時から教員に必要な資質能力を

身につけさせるため，到達目標やスタンダードを示している．2017 年に教職課程コアカリキュ

ラムが策定され，教育実習についても学校種や教科に共通する目標は示された．しかし，独自の

目標は現在までに示されていない．高等学校（看護）教員としての資質能力の基準や教育実習に

おける評価についての文献は現在まで見当たらない．別惣らは，教育実習における実習評価は各

大学が実習の目的，内容，評価項目を示すにとどまり，統一された基準がなく，実習校教員によ

り評価のばらつきがあるなどの課題を指摘し大学卒業時に養成すべきスタンダード開発のため

全国の小学校教員，管理職，指導主事を対象に調査を行い，スタンダードを作成している．評価

基準作成にあたり，既存のものを改訂し，教員経験のある教員から意見を求め，教育実習校の教

員に調査を行うなどそれらをもとに作成したものが多いが，別惣らが行ったように全国の教員

に調査を行い，評価基準を作成したものは見られていない． 

 

2 研究の目的 

本研究は，高等学校（看護）の教育実習において学生が目的意識をもって実習に臨むため，ま

ず，高等学校看護教員として大学卒業までに習得すべき資質・能力のスタンダードを作成する．

それに基づき教育実習における教員評価表を作成する．同時に学生が使用する自己評価表を作

成する．このことにより，教育実習前に学生が実習目標を明確にした上で実習後に自己評価する

というシステムを目指すことを目的とする 

 

3．研究の方法 

(1)全国の 5年一貫高等学校看護科の管理職を含む教員に郵送法によるアンケート調査を行い、

結果を整理統合し、カテゴリー、サブカテゴリーを抽出した。サブカテゴリーの項目について再

度調査を行い、その結果について因子分析を行った。それと同時に教育実習で修得が必要な資質

能力についても調査を行った。 



（2）教育実習を受講した学生に教育実習前後の到達度について調査し、Wilcoxon 順位和検定で有

意差を求めた。教員の調査と合わせて教育実習で修得が必要とされる資質能力の項目を確定し、

ルーブリックによる評価表を作成した。 

 

4. 研究結果 

（1）第 1研究 

高等学校（看護）教員として大学卒業までに必要な資質能力を知るため，全国の高等学校看護

科の管理職を含む教員に調査を行い，結果をまとめた．類似する内容を抽出し整理・統合を行な

った。有効回答数は 72 人（有効回答率 98.6％）,男性 15 人（20.8％），女性 57 人（79.2％），

年齢 47.79（SD±10.2）であった．調査での記述を整理・統合し，19のカテゴリーと 59のサブ

カテゴリーが抽出された.  

(2) 第 2研究 

第 1 研究で抽出されたサブカテゴリーに 6 項目を追加し、65 項目の高等学校（看護）教員と

して大学卒業までに必要な資質能力の妥当性を検証するため全国の高等学校看護科の管理職を

含む教員に 5件法による必要度の調査を行い，その結果をもとに因子分析を行い，基準を作成し

た．分析対象者は 116 人で男性 21人（18.1％），女性 95 人（81.9％），年齢は 48.3（SD±9.83）

であった．削除検討基準に従い 3 項目除外し，62 項目 3 因子構造が妥当であると判断した．そ

れぞれの因子は，尺度Ⅰ、13 項目【教科指導】，尺度Ⅱ、27 項目【生徒指導】，尺度Ⅲ、22項目

【教員としての素養】と命名した．尺度全体のα係数は 0.98 であり，尺度Ⅰから順にα=.97，

α=.97，α=.92 で高い信頼性が得られた．  

（3）第 3研究 

第 2 研究で確定した大学卒業までに必要な資質能力のうち教育実習で達成が必要とされる資

質能力の基準を作成するため，高等学校看護科教員（管理職含む）と教育実習を受講した学生に

実習前後に到達度の調査を行い，それらを基に教育実習評価表を作成した．高等学校教員の対象

者は第 2研究と同じで，学生は 12人(男性 2人，女性Ⅰ0人)であった．65項目の資質能力のう

ち，50％以上の教員が「必要である」と回答したのは 17 項目であり，コアカリキュラムの目標

が含まれていると考えられる項目を評価項目の候補とし，学生の教育実習前後の到達度につい

て Wilcoxon 順位和検定で有意差を求めた．有意差のある項目を参考にしながら、高等学校（看

護）教育実習において教員と学生が共有できる 36 項目の評価表をルーブリックを用いて作成し

た．作成レベルは 4とした． 

(4)まとめ 

これを活用することにより，文部科学省コアカリキュラムの教育実習の目標と合わせて高等

学校（看護）教育実習の目標を確認することが可能になる．しかし，学生の調査は，調査数が少

なく信頼性には欠ける面がある．また，この評価表を使用し実習を行っていないため，今後教育

実習時に評価表を学生と実習校の教員に実施し，使用後の結果や使いやすさ等について調査す

る必要がある。 
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